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【目　 的】下顎前突不正咬合者(以 下 皿級群)を
対象 と し,自 己側貌 を自由 に描画で きるソフ ト
ウェアの開発を行い,理 想 とする側貌 を描画す る
ことで患者の認識 を把握す る。





用ソフ トウェアに移 し,Ⅲ級群本人 と矯正医に理
想側貌 になるよ う描画 して もらう。移動前の顔
データと本人の描画 した理想顔,移 動前の顔デー
タと矯正医の描画 した理想顔での変化量をそれぞ
れ計測 した。計測 を行 う部位 はLs(上唇 点〉,
Stm(ストミオ ン),　Li(下唇点),　sb(オトガ
イ唇溝),Pogs(軟組織ポゴニオン〉の5つ の部




較 した結果,Ls(上唇点)とstm(ス トミオ ン),
Li(下唇点)で 有意 な差 を認め,　Sb(オトガイ
唇溝)とPogs(軟組織ポゴニオン)で は有意な
差を認めなかった。 このことは,皿 級群の理想 と
する側貌は矯正医群が理想 とす る側貌より上下口










に対す るオ トガイの位置でバ ランスを評価 してい
ると考 えられる。
【結　論】Ⅲ級群は上下口唇部に対す るオ トガイ
の位置でバランスを評価 していることが推察 され
た。
(31
31
